
規格・標準化技術

著作権

第１小委員会

特許・意匠・著作権などによるソフトウェアの横断的保護・活⽤

時計

カメラ

電話

GPS

⾳声
認識

メール

認証

アプリ

Web

WiFi
＜スマートフォンの例＞

関連サービス

特許
(プログラムの動作)

画⾯デザイン
(アイコン等)

商標
(サービスマーク等)

スマートフォン等の情報機器は、⽬に⾒えるもの（外観・画⾯・⼊出⼒）から
⾒えないもの（内部処理）まで、多種多様な機能によって構成
ほとんどの機能がソフトで実現される現状で、どのようにして知的財産で事業
を守るべき？

ソフトウェア関連事業についての特許、意匠、著作権、
あるいは商標を⽤いた横断的な保護・活⽤を検討画⾯デザイン

保護？(JP)

社内連携？
(企画,営業,開発)ビジネス戦略？

・未収録の最新判例の紹介
・Means Plus Functionクレームの取扱い

「日米欧コンピュータ・ソフトウェア （CS） 関連発明判例集」

【書誌事項】
特許番号等

【事件の概要】
争点、判決

【発明の概要】
図面等

【判決内容】
判決のエッセンス

【コメント】
実務へのヒント

・ ＣＳ関連発明の米国での保護の変遷
・日米欧の域外適用の判断

「見開き判例ガイド～ソフトウェア関連発明～」発行 (2013年5月)

日米欧の主要
な38判例を収録

見開き構成で内容
が一目で早分かり

ガイドを基礎とする臨時研修会(R36)を開催 (2013年12月)



事業形態に応じた出願戦略の方向性に関する調査・研究

事業形態に応じた出願戦略（クレーム作成方針など）を知財管理誌に投稿予定

第２小委員会

ｲﾝｽﾄｰﾙｱﾌﾟﾘ Webﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

端末 WEB
サーバ

①企業の事業形態の洗い出しと典型的事業形態毎の整理

《典型的事業形態（３形態）》

スタンドアローン

端末 サーバ

Network／Communication

《クライアント－サーバ型の類型化》

【代表的業種】

ｿﾌﾄｳｪｱﾍﾞﾝﾀﾞ

【代表的業種】

①ﾃﾞﾊﾞｲｽﾒｰｶｰ
②専用装置ﾒｰｶｰ

端末 サーバ

顧客システム環境

アプリ提供型
ｸﾗｲｱﾝﾄ－ｻｰﾊﾞ型

ｸﾗｲｱﾝﾄ－ｻｰﾊﾞ型は
さらに多数の類型がある

ＵＩ?

携帯端末訴訟

※図中青字は主な調査・研究材料、論点

ＵＩ?
立証性

クレーム構成
（ロジック、処理フロー）

顧客ｼｽﾃﾑ提供型
【代表的業種】

ＳＩｅｒ

APP

APP

ＵＩ?

方法クレーム?
システム？

有償？無償？

Webｻｰﾋﾞｽ提供型

APP

APP

APP

提供元他社
サーバ

【代表的業種】

①ｻｰﾋﾞｽ提供者（ｸﾗｳﾄﾞ、
ASP等）／ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
②eｺﾏｰｽ ③ｺﾝﾃﾝﾂ提供

自社サーバ

国境跨ぎ

複数主体
他社サーバ

他社サーバ

自社サーバ

ＯＲ

ＢtoＢtoＣでは

さらに自他社
の配置も複数

②典型的事業形態毎の論点、判例整理
③ピックアップ公報の日米クレーム研究

プラットフォーム

デバイス・装置提供型

「ｻｰﾋﾞｽ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化時代の事業保護のあり方」に関する研究

サービス内容（種別）に応じた知的財産戦略の提言を次年度に予定
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ＩＴ関連企業 4 2 4 34 7 15 12 1 5 8 0 2 1

特許出願 0 0 98 104 27 23 44 2 38 43 0 36 0

商標出願 19 7 197 979 11 694 207 64 140 177 0 17 0

意匠出願 0 0 7 41 0 3 0 0 0 6 0 0 0
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業，物
品賃貸

複合
サービ
ス事業

業種により商標出願件数に大きな違いがみられ
るなど、知財保護戦略に違いが見られるＩＴ利用有の企業に

ついて分析

サービスを守るには

ビジネスモデル特許？
ＵＩ特許？
技術要素特許？
ブランド戦略もあるか？

IT利用無企業も含めると、

卸・小売業は３０００件強
教育関係は４０００件弱
に商標出願が変動

企業のサービス提供時期と
特許出願の関係について分析

•ハイ・サービス３００選から選定した企業の分析継続

• グローバル視点も含め、海外企業や大手企業など、同種サービス
企業を分析対象に追加し、サービス内容に応じた知財戦略を分析

サービスを守るには

ビジネスモデル特許？
要素技術特許？
ＵＩ特許？意匠？
ブランド戦略もあるか？

今後の活動

• サービス産業生産性協議会「ハイ・サービス３００選」で
選定された企業（269社）を対象にサービスと知的財産
権の関係を分析

• 選定企業を業種、サービス提供におけるＩＴ利用の有無
で分類。抽出した特許等を収益源、サービス提供時期と
の関係等様々な観点で整理・分析
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